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１．生育概況
今年度は、7月の高温により、出穂が平年より早くなりましたが、8月の長雨低温により成

熟期は平年並程度となっています。下表を参考に収穫予定を立ててください。また、出穂
期と長雨が重なった影響により、内穎褐変病等が発生しているほ場も見られます。なお、
ウンカの被害は確認していませんが、坪枯れしているほ場で収穫期が近い場合は、早め
の収穫も検討してください。

普通期水稲の収穫について

～～～気象データ（R3.6月1半旬～9月2半旬）：八幡アメダスより～～～

※八幡アメダスデータを用いた、一般的なほ場での収穫予想です（9月10日以降は平年値を使用）。
今後の天候次第では、予想が変わることもありますので、実際の判断はほ場ごとに行いましょう。
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農作業事故が多発する9月から11月を農作業安全月間とし、事故防止を呼び掛けています。収穫作業
で忙しい秋は、コンバインに関する下記の事故が多く報告されていますので注意しましょう。

秋の農作業安全月間について

①コンバインの可動部への巻き込まれ

自脱型コンバインに係る負傷事故の原因は、「刃、巻き込まれ」が約７０％です。
（農業機械の事故実態に関する農業者調査結果（生研センター、H20.5）

②コンバインの転倒、コンバインからの転落

自脱型コンバインの死亡事故の原因で、最も多いのが「転倒・転落」です。また、負傷事故も含めると、
転倒・転落事故の半分弱は後進時に発生しています。


